
【R5(2023)～R9(2027)中期計画（年次計画）】

備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

1）将来の自立に向けた基本的生
活習慣の確立

各部門、各学年、各教科で
取り組みの強化を進める

2）マナー意識、規範意識を育む
教育の推進

生徒指導部を中心として、
指導、啓発を徹底。

3）挨拶、コミュニケーション能
力向上の取り組み

生徒が爽やかに挨拶ができ
る割合を高める。

1）新カリキュラムの教学内容の
研究

教務部、各教科で授業につ
いての検証を行い、研究授
業等を通して内容の充実を
図れるか。

教科会議、研究授業で成果
を確認しながら、修正を行
う。

教務部、各教科で授業についての
検証を行い、研究授業等を通して
内容の充実を図る。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）授業アンケートを活用し、授
業の質を高める為の教員のスキル
アップ

これまでの授業アンケート
の在り方についても検証し
ながら、教職員のスキル
アップを進められるか。

授業アンケートの経年比較
なども検討する。

授業アンケートを活用し、教職員
のスキルアップを進める。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）基礎学力の定着から論理的に
物事を考え判断する力を育む指導
の充実

読書習慣の確立から、文章
を読んで理解し、自らの意
見を文章化できる力をつけ
られるように取り組める
か。

教科会議、研究授業で成果
を確認しながら、修正を行
う。

読書習慣の確立から、文章を読ん
で理解し、自分の意見を文章化で
きる力を修得させる取り組身の強
化。

→継続 →継続 →継続 →継続

4）探究学習を通じた応用力の育
成

他校事例などを参考にしな
がら、生徒の探求する力の
育成できるか。

研究、実行に向けて中心的
に取り組む部署を創設す
る。

他校事例などを参考にしながら、
生徒の探求する力を育成する。

→継続 →継続 →継続 →継続

5）研究発表大会等の参加啓発と
サポート環境づくり

他校事例なども参考にしな
がら、生徒が取り組める環
境づくりを進められるか。

研究、実行に向けて中心的
に取り組む部署を創設す
る。

他校事例なども参考にしながら、
生徒が取り組める環境づくりを進
める。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）生徒の目標達成に向けた丁寧
な進路指導の充実

学園の生徒の状況をしっか
り把握し、求められている
進路指導の方向を見極め、
適宜修正対応を強化してい
けるか。

進路指導部を中心として、
進路指導の拡充に向けた研
究、研修を強化する。

学園の生徒の状況をしっかり把握
し、求められている進路指導の方
向を見極め、適宜修正対応を強化
する。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）四年生大学進学者数を増やし
進学実績の向上

大学進学率を75％以上を目
指して、生徒の学力の底上
げを図り、進学実績を向上
させられるか。

進路指導部を中心として、
進路指導の拡充に向けた研
究、研修を強化する。

★大学進学75％以上、国公立
20以上、関関同立80以上

★大学進学75％以上、
国公立20以上、関関同
立100以上

★大学進学75％以上、
国公立50以上、関関同
立120以上

★大学進学75％以上、
国公立50以上、関関同
立120以上

★大学進学75％以上、
国公立50以上、関関同
立121以上

3）進路目標に向けての組織的・
継続的な取り組みの拡充

生徒毎に異なる種々の進路
目標に丁寧に対応できるよ
うな組織づくりを進められ
るか。

進路指導部を中心として、
進路指導の拡充に向けた研
究、研修を強化する。

生徒毎に異なる種々の進路目標に
丁寧に対応できるような組織づく
りを進める。

→継続 →継続 →継続 →継続

年次計画（2023～2027年度）中期計画の項目

1 生徒指導の充実

2 学習指導の充実

→継続 →継続 →継続 →継続
教職員自ら模範を示せるよ
うに行動し、生徒への啓発
を強化できるか。

教職員自ら模範を示せるように行
動し、生徒への啓発を強化。

3 進路指導の充実

Ⅰ. 教学内容の
充実

中学校・高等学校



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

4）大学入試研究会・羽衣講座等
の拡充

生徒の進学実績アップの為
に、教員のスキルアップを
図ると共に、入試対策の体
制を強化拡充できるか。

Ⅰ類コース担当者、進路指
導部を中心として、研究を
進める。

生徒の進学実績アップの為に、教
員のスキルアップを図ると共に、
入試対策の体制を強化拡充する。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）体育祭の外部室内施設での実
施の企画実行

外部施設での実施に向けて
の計画を策定し、円滑な実
行を行えるか。

運営委員会、体育科を中心
として、他部署と連携しな
がら計画を実行する。

★体育祭を外部室内施設で実
施

体育祭を外部室内施設で実施
後、検証をして次年度以降の方向
性を決定

→継続 →継続 →継続 →継続

2）生徒自らが意欲的に取り組む
行事の拡充

3）外部団体とのコラボ企画の研
究

5 情操教育の充実
1）文化行事や講演会を通した情
操教育の充実

研究を進めて拡充すること
ができるか。

研究、実行に向けて中心的
に取り組むセクションを創
設する。

研究を進めて拡充する。
★文化行事(劇団四季
観劇等)の実施

→継続 →継続

1）挨拶やコミュニケーション能
力を高める

2）各教科での研究授業の実施と
拡充

3）各種研修会の参加啓発、校内
での実施

7 主権者教育・消費者教
育・金融教育の充実

1）主権者教育・消費者教育・金
融教育の充実

研究、実行に向けて中心的
に取り組むセクションを創
設する。

1）オンライン英会話の活用の充
実

現在中学全学年での取組み
を高校全学年に広げること
ができるか。

高校での取り組みの強化
★英語のシラバスに毎週か隔
週での実施を行う

→継続 →継続 →継続 →継続

2）検定対策講座の拡充
英語科を中心として学園と
しての取り組みを強化でき
るか。

英語科を中心として学園としての
取り組みを強化する。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）各種検定の研究と精査
時代の変化に合わせて取り
組む検定を精査していける
か。

研究、実行に向けて中心的
に取り組むセクションを創
設する。

時代の変化に合わせて取り組む検
定を精査していく。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）高校海外修学旅行の実施と新
方面の開拓

アフターコロナの海外修学
旅行の実施ができるか。

運営委員会、行事式典課で
連携しながら実行する。

★高２での海外・国内の選択
制で実施

→継続
★状況を見て海外のみ
の選択にシフト

→継続 →継続

2）短期留学プログラムの研究と
拡充

他校事例などを参考にしな
がら研究拡充を進められる
るか。

★ﾏﾚｰｼｱでの研修を研究実行 →継続
研修旅行の検証を行
い、内容等の修正した
上で実施を継続する。

→継続 →継続

3）交換留学など長期留学プログ
ラムの拡充

業者との連携、他校事例な
どを参考にしながら研究拡
充を進められるか。

業者との連携、他校事例などを参
考にしながら研究拡充を進める。

→継続 →継続 →継続 →継続

1 英語資格試験取得の促
進

2 海外での活動プログラ
ムの拡充

6 教職員の資質向上

4 行事の充実

研修会の設定や啓発活動の
強化により実行できるか。

運営委員会を中心として研
修、啓発を行う。

→継続 →継続 →継続
研修会の設定や啓発活動の強化を
実行する。

→継続

→継続

→継続 →継続 →継続

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

研究を進めて拡充すること
ができるか。

研究を進めて拡充する。
研究、実行に向けて中心的
に取り組むセクションを創
設する。

Ⅰ. 教学内容の
充実

Ⅱ. グローバル
人材の育成

運営委員会、英語科で連携
しながら取り組む。

運営委員会、国際交流課で
連携しながら研究を進め
る。



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

3 ダイバーシティ理解教
育の拡充

1）ダイバーシティを理解し、そ
の中で活躍していける人材の育成

研修会等を通して、対応で
きる教員を育成して取り組
んでいけるか。

研究、実行に向けて中心的
に取り組むセクションを創
設する。

研修会等を通して、対応できる教
員を育成して取り組む。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）校内ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ体験プログラムの
拡充

運営委員会、国際交流課で
連携しながら研究を進め
る。

2）海外生徒との交流機会の拡充
運営委員会、国際交流課、
学年などで連携しながら研
究を進める。

3）国内プログラムの情報提供と
参加の奨励

運営委員会、国際交流課で
連携しながら研究を進め
る。

1）国際社会における日本の状況
認識に向けての適切な情報の提供
と生徒保護者への海外進学の重要
性の認識を高める

情報をキャッチしながら、
業者等との連携を深めて、
生徒保護者に理解しやすい
情報発信ができるか。

2）台湾・マレーシアを軸に海外
進学に向けての説明会等の情報提
供機会の設定

情報をキャッチしながら、
業者等との連携を深めて、
生徒保護者に理解しやすい
情報発信ができるか。

3) 海外大学での研修や視察ツ
アーの企画・実行

マレーシアを中心に、海外
研修、視察ツアーを計画実
行できるか。

★マレーシアを中心に、海外
研修、視察ツアーを計画し実
行する。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）個人向けモバイルの活用法の
研究

2）学力、探究心向上に向けた効
果的な使用法の研究

3）生徒・保護者・教職員の連携
ツールの研究と拡充

業者のアセスメントを参考
にしながら検討・拡充でき
るか

4）プログラミング教育の取り組
みの拡充

スキルを持った教職員を中
心にプログラムを構築でき
るか。

スキルを持った教職員を中心にプ
ログラムを構築する。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）オンライン授業についての研
究と拡充

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が連携しながら研
究、実行を進める。

2）行事の動画配信や記録の拡充

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会、行事式典課が連
携しながら研究、実行を進
める。

4 国内・校内を含めたグ
ローバル体験プログラム
の拡充

5 海外大学進学者を増や
す取組の拡充

1 教学関連

→継続

業者のアセスメントを参考
にしながら検討できるか。

最新の情報を収集、分析しなが
ら、業者等との連携を深めて、生
徒保護者に理解しやすい情報発信
をする。運営委員会、国際交流課で

連携しながら研究を進め
る。

→継続 →継続 →継続 →継続

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が連携しながら研
究、実行を進める。

業者のアセスメントを参考にしな
がら検討をする。

情報をキャッチしながら、
業者等との連携を深めて取
り組めるか。

最新の情報を収集、分析しなが
ら、業者等との連携を深めて取り
組む。

→継続 →継続 →継続

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

Ⅱ. グローバル
人材の育成

Ⅲ. ＤＸ戦略の
推進

2 行事関連
現在も行われているが、よ
り良いものを研究施行して
いけるか。

現在も行われているが、より良い
ものを研究、施行する。

→継続 →継続 →継続 →継続

→継続 →継続 →継続 →継続



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

2 行事関連
3）各教室への情報発信・共有方
法の研究

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が連携しながら研
究、実行を進める。

1）教職員の業務の効率化に向け
て

教職員の業務軽減の為に、
各部署・部門間の連携強化
を検討していけるか。

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が中心となり、他
部門と連携しながら研究、
実行を進める。

教務システムの入れ替え作業

★教務システムの入れ替え
→継続

教務システムをの使用
を受けて適宜修正

→継続 →継続

2）会議での活用の研究と実行
研修会等も含めて活用法を
研究研修して活用をすすめ
られるか。

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が連携しながら研
究、実行を進める。

会議でのteamsの活用頻度を上げ
る

→継続 →継続
★会議の完全ペーパー
レス化実施

→継続

1）より良いＩＣＴ環境の研究と
改善

他校事例や業者のアセスメ
ントを参考にしながら検討
をしていけるか。

他校事例や業者のアセスメントを
参考にしながら検討をしていく。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）教室、教職員のＰＣ環境等の
保守と整備

業者のアセスメントを参考
にしながら検討していける
か。

3）情報教室等を含めた今後の全
体構想の策定

業者のアセスメントを参考
にしながら検討していける
か。

1）生徒・保護者・教職員が連携
して活用できるシステムの構築

教職員、そして保護者の負
担軽減、生徒のサポートの
充実の為に有効なシステム
の構築できるか。

教務システムの入れ替えと連動し
てより良い環境を検討する。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）施設の今後のトータルデザイ
ンと保守整備

法人、大学とも連携をしな
がら、学園としてのＤＸ
トータルデザインを確立し
ていけるか。

法人、大学とも連携をしながら、
学園としてのＤＸトータルデザイ
ンを確立する。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）地域、生徒、保護者、教職員
など誰からも信頼される魅力ある
学園づくりの推進

学園の施策が正しい方向に
進んでいるかの検証をしな
がら、持続可能な学園を確
立できるか。

学園の施策が正しい方向に進んで
いるかの検証をしながら、持続可
能な学園の在り方を確立する。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）生徒保護者のニーズに合った
教育環境整備

生徒保護者にアンケートを
実施、検証し、対応可能な
環境整備の対応ができる
か。

保護者全員へのアンケートの実施
を検討し、実施する。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）いじめのない学校づくりの推
進

「いじめ対策基本方針」に
沿って生徒へのアンケート
実施や通報システムの導入
を通して、いじめが起こら
ないように、起きた時の早
期発見、解決に向けての体
制が整えられるか。

運営委員会、生徒指導部、
学年、人権教育課が中心と
なり、連携をしながら対応
力を強化する。

「いじめ対策基本方針」に沿って
生徒へのアンケート実施や通報シ
ステムの導入を通して、いじめが
起こらないように、起きた時の早
期発見、解決に向けての体制を整
える。

→継続 →継続 →継続 →継続

3 職務関連

4 施設関連

5 学園としてのトータル
デザイン策定

運営委員会を中心にして、
各部署との連携を強化しな
がら取り組む。

→継続 →継続 →継続 →継続

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が連携しながら研
究、実行を進める。

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

Ⅲ. ＤＸ戦略の
推進

1 教育環境整備Ⅳ. 環境の整備

ＤＸ推進会議メンバーと運
営委員会が連携しながら研
究、実行を進める。

業者のアセスメントを参考にしな
がら検討する。



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

4）部活動の活性化
部活動活動方針に沿って、
適切に部活動が行える環境
を整備できるか。

運営委員会、クラブ総顧問
等で連携をしながら強化
す。

部活動活動方針に沿って、適切に
部活動が行える環境を整備する。

→継続 →継続 →継続 →継続

5）制服・制服規定なども含めた
校則の検討と見直し

本校の目指す教育方針はぶ
れることなく、生徒保護者
に理解・支持をされる校則
を検討していけるか。

運営委員会、生徒指導部、
人権教育課が中心となり、
連携をしながら研究、対応
をしていく。

本校の目指す教育方針はぶれるこ
となく、生徒保護者に理解・支持
をされる校則を検討していく。

→継続 →継続 →継続 →継続

6）建学の精神に基づき、生徒、
保護者の将来の幸せに繋げられる
教育環境の追求

社会、時代のニーズの変化
を把握し、必要とされる人
材育成の為の施策を検討し
ていけるか。

社会、時代のニーズの変化を把握
し、必要とされる人材育成の為の
施策を検討していく。

→継続 →継続 →継続 →継続

7）放課後の学習サポートの拡充

外部委託業者によるサポー
トと本校の自習室について
精査しながら拡充していけ
るか。

外部委託業者の活用状況を精査し
てより良い環境の提供を目指して
改善していく。

外部委託業者の活用状
況を精査してより良い
環境の提供を目指して
改善していく。

→継続
外部委託業社を見直す
かの検討。

外部委託業者の活用状
況を精査してより良い
環境の提供を目指して
改善していく。

1）生徒保護者のニーズに合った
施設環境整備

生徒保護者にアンケートを
実施、検証し、対応可能な
施設環境の整備ができる
か。

★保護者全員へのアンケート
を実施。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）施設補修・新規工事の年次計
画の策定

業者などのアセスメントを
活用しながら、施設の整備
計画の策定ができるか。

業者などのアセスメントを活用し
ながら、施設の整備計画を策定す
る。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）食堂棟の新設、特別棟の改修
リニューアル工事、講堂の耐震ﾘ
ﾆｭｰｱﾙ工事の計画の実行

食堂棟の新設、特別棟の改
修リニューアル工事等の計
画の策定ができるか。

食堂棟の新設、特別棟の改
修リニューアル工事等の計
画の策定ができるか。

教学内容に影響を及ぼさないよう
に安全安心に配慮しながら、工事
計画を実行する。

→継続 →継続 →継続 →継続

4）グラウンドやテニスコートの
人工芝化の実行

グラウンドやテニスコート
の人工芝化の計画実行をス
ムーズに進められるか。

グラウンドやテニスコート
の人工芝化の計画実行をス
ムーズに進められるか。

計画案を策定する。 ★工事計画を実施する

使用方法や今後のメン
テナンス等を確認し、
改修なしに使用できる
期間を延ばす取組の実
施。

→継続 →継続

5）自転車置き場の屋根の設置の
検討

自転車置き場の屋根設置計
画の計画実行ができるか。

自転車置き場の屋根設置計
画の計画実行ができるか。

計画案を策定する →継続 ★工事計画を実施する - -

2 施設環境整備

運営委員会を中心にして、
取り組む。

運営委員会を中心にして、
取り組む。

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

1 教育環境整備

Ⅳ. 環境の整備



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

1）生徒相談室・カウンセリング
の拡充

カウンセラーの来校回数を
増やし、ＳＳＷを入れるな
どの拡充を図ることができ
るか。

カウンセラーの来校回数を増や
し、ＳＳＷを入れるなどの拡充を
図る。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）生徒の居場所づくりの推進

生徒相談室・保健室を中心
にして、教員の見守る力を
向上させ、安心できる環境
づくりを進められるか。

生徒相談室・保健室を中心にし
て、教員の見守る力を向上させ、
安心できる環境づくりを進める。

→継続 →継続 →継続 →継続

3) 教員の対応力の資質向上の取
り組み

研修等を通して、傾聴や対
応する力を向上させられる
か。

研修等を通して、傾聴や対応する
力を向上させる。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）現在実施しているアンケート
方法の検証と見直し

生徒保護者に対してのアン
ケートの実施やその評価方
法を研究し評価制度を拡充
させられるか。

保護者全員へのアンケートの実施
の検討を行い、可能であれば実施
する。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）アンケート実施後の評価制度
の検証と見直し

学校評価アンケートの実施
方法等を検証し修正をして
いけるか。

外部業者の活用を含めて方法を見
直しを図る。

→継続 →継続 →継続 →継続

5 その他 1）災害時用品の備蓄
法人本部と連携して、学園
に必要な災害時用品の備蓄
できるか。

運営委員会で検討してい
く。

法人本部と連携して、学園に必要
な災害時用品の備蓄する。

→継続 →継続 →継続 →継続

1 人事管理について
1）教職員の採用・人事配置・定
数管理・人件費率等の適正な管理

年齢、キャリアなどでバラ
ンスが取れるような人事採
用ができるか。

管理職で原案を作り、人事
委員会で検討して実行をす
る。

年齢、キャリアなどでバランスが
取れるような人事採用をする。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）適正な予算執行から健全な財
務状況の確立

各部門、部署で適切な予算
計画を策定し、計画的な予
算執行を行えるか。

計画通り予算執行できる
か。

各部門、部署で適切な予算計画を
策定し、計画的な予算執行を行
う。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）経費節減

教職員が経費意識を高め
て、教学に関係のない経費
を削減することができる
か。

電力削減やペーパーレスの
推進

教職員が経費意識を高めて、教学
に関係のない経費を削減する。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）人件費率の抑制

働き方改革等への対応をし
ていく中で、人件費率を
60％内に抑えることができ
るか。

働き方改革に沿った労働条
件の修正を行っても人件費
率が60％以内に収められる
か。

人件費率60％以内に納めることを
目指した取り組みを行う。

→継続 →継続 →継続 →継続

4）施設関係経費の精査と計画的
な施設整備計画

計画的に施設整備計画を策
定し実行していけるか。

管理職と法人本部と連携を
しながら対応する。

計画的に施設整備計画を策定す
る。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）計画的な募集生徒数の策定
中学60名、高校400名以上
の入学生の獲得することが
できるか。

★中学70名、高校430名の入学
生の獲得

★中学70名、高校430
名の入学生の獲得

★中学70名、高校420
名の入学生の獲得

★中学70名、高校410
名の入学生の獲得

★中学70名、高校400
名の入学生の獲得

2）生徒募集活動の拡充と目標入
学生徒数の獲得

計画的かつ有効な生徒募集
活動を実施できるか

計画的かつ有効な生徒募集活動を
実施する。

→継続 →継続 →継続 →継続

4 学校評価制度の拡充

2 財務運営について

3 生徒のメンタルケアの
拡充

運営委員会と入試広報部で
連携をしながら、募集対策
に取り組む。

運営委員会、生徒指導部、
人権教育課、健康管理課で
の連携を深めて、研究をす
すめて対応力を強化する。

運営委員会で検討してい
く。

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

Ⅳ. 環境の整備

Ⅴ. 経営基盤の
確立

3 生徒募集について



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

3）生徒募集に繋がる学園の魅力
作りと掘り起こし

入試広報部を中心として教
職員全体が協力して取り組
めるか。

運営委員会と入試広報部が
連携を深めながら取り組
む。

入試広報部を中心として教職員全
体が協力体制の構築確認

→継続 →継続 →継続 →継続

4）「VIVA羽衣」等生徒が参画で
きる企画の拡充

参画する生徒数を増加し、
内容を充実させることがで
きるか。

オープンキャンパス等でも
声掛けをしながら、在校生
を勧誘していく。

★参加人数を20名以上とす
る。

★参加人数を20名以上
とする。

★参加人数を30名以上
とする。

★参加人数を30名以上
とする。

★参加人数を35名以上
とする。

1）同一法人内での中・高・大の
連携の強化

新規の連携強化策の策定を
することができるか。

三者会議を起点として、中
高大で連携できる取り組み
を模索する。

新規連携ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの策定実施をす
る。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）属人化からの脱却に向けた組
織づくり

教職員個人の成長と組織の
成長に向けた取り組みを実
行することができるか。

運営委員会を中心として、
教職員研修の設定や組織の
見直しを検討する。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）学年、各部門等の組織力を高
める取り組み

教職員個人の成長と組織の
成長に向けた取り組みを実
行することができるか。

運営委員会を中心として、
組織や連携方法を検討して
見直す。

→継続 →継続 →継続 →継続

4）規程などの整備、見直し
本部、大学と協力協議しな
がら取り組むことができる
か。

重要度が高いものを洗い出
し、着実に整備、見直しを
図る。

本部、大学と協力協議しながら取
り組む。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）学園が取り組むべき最重要課
題の精査

生徒募集対策を軸として安
定した財務計画を策定執行
できるか。

教職員からの意見を吸い上
げ、持続可能な生徒募集対
策と財務計画を策定する。

★生徒募集対策を軸として安
定した財務計画を策定執行。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）経営計画の実行力向上への取
り組み

管理責任を明確にしながら
持続可能な取り組みを策定
することができるか。

法人本部と連携を深めなが
ら、学園に合った管理体制
を策定、強化する。

管理責任を明確にしながら持続可
能な取り組みを策定する。

→継続 →継続 →継続 →継続

1）「働き方改革」に沿って教職
員が安全・快適に勤務できるよう
により良い労働条件を追及

部署や部門ごとに施策を検
討し、実行可能なものを具
現化していくことができる
か。

他校事例などを参考にしな
がら検討を行う。

部署や部門ごとに施策を検討し、
実行可能なものを具現化してい
く。

→継続 →継続 →継続 →継続

2）一日研修日検討委員会の立ち
上げと一日研修日の実行

一日研修日の実施に向け
て、財務や教職員の給与を
維持しながら種々の課題を
クリアして一日研修日の設
定をすることができるか。

会議を執行し、検討を行い
一日研修日が実施できる
か。

研修日検討委員会で審議をしなが
らできれば実行案を策定する。

→継続 →継続 →継続 →継続

3）有給休暇取得率の上昇
教職員全員が5日以上の有
給休暇を取得でき、有給休
暇消化率を上げられるか。

有休消化を管理しながら、
教員に啓発を行う。

教職員全員が5日以上の有給休暇
を取得でき、有給休暇消化率を上
げる。

→継続

★教職員全員が6日以
上の有給休暇を取得で
き、有給休暇消化率を
上げる。

→継続

★教職員全員が7日以
上の有給休暇を取得で
き、有給休暇消化率を
上げる。

4 組織運営について

5 計画・施策の実行力向
上について

1 健全な労働環境の整備
Ⅵ. 労働環境の
整備

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

3 生徒募集について

Ⅴ. 経営基盤の
確立

教職員個人の成長と組織の成長に
向けた取り組みを実行する。



備考・特記事項等

大項目 中項目 小項目 KGI（重要目標達成指標） KPI（重要業績評価指標） R5（2023）年度 R6（2024）年度 R7（2025）年度 R8（2026）年度 R9（2027）年度

4）安全衛生委員会の実施

安全衛生委員会で改善点な
どを洗い出し、より良い労
働環境へと修正することが
できるか。

毎月必ず労働安全衛生委員
会を開催し、

安全衛生委員会で改善点などを洗
い出し、より良い労働環境の構築

→継続 →継続 →継続 →継続

5）ＤＸの有効活用を推進

仕事量を軽減し、教職員が
効率良く力を発揮できる環
境整備の実行することがで
きるか。

仕事量を軽減し、教職員が
効率良く力を発揮できる環
境整備を実施できるか。

仕事量を軽減し、教職員が効率良
く力を発揮できる環境整備を行
う。

→継続 →継続 →継続 →継続

6）労使双方の代表による労働条
件の協議の推進

職員室の備品の整備などの
ハード面も含めてより良い
労働環境を追求することが
できるか。

一日研修日検討員会等で、
総合的に議論を深めて環境
改善を目指す。

職員室の備品の整備などのハード
面も含めてより良い労働環境を追
求する。

→継続
職員室の机を順次刷新
する。

→継続

職員室の備品の整備な
どのハード面も含めて
より良い労働環境を追
求する。

7）会議の回数、時間の削減に向
けた取り組み

ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｴｱの活用や、教職
員の働き方の意識改革を進
めて、会議の回数や時間の
削減を行うことができる
か。

ＤＸ推進会議メンバーの意
見も取り入れながら、運営
委員会を中心に質を落とさ
ずに削減することを目指
す。

ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｴｱの活用や、教職員の働
き方の意識改革を進めて、会議の
回数や時間の削減を行う。

→継続 →継続 →継続 →継続

8）長時間労働を良しとしない職
場風土作り

出退勤時間の管理を行い、
適正に勤務時間等の管理を
行い、教職員の心身の健康
の維持をしていくことがで
きるか。

出退勤時間の管理を徹底
し、短時間労働に向けての
施策を検討する。

出退勤時間の管理を行い、適正に
勤務時間等の管理により教職員の
心身の健康の維持をする。

→継続 →継続 →継続 →継続

1 創立100周年に向けて
1）学園の創立100 周年記念事業
に向けて取り組みを強化する。

法人、大学とも連携をしな
がら、記念事業の円滑な実
行に向けての準備実行を行
えるか。

100周年記念事業を学園を
挙げて取り組めるように協
力体制を策定する。

法人、大学とも連携をしながら、
記念事業の円滑な実行に向けての
準備実行を行う。

→継続 →継続 →継続 →継続

2 ＳＤＧｓの取り組み
1）学園を上げてSDGｓの取り組み
の強化

教職員、生徒への周知と取
組みの具現化を進められる
か。

重点取り組み項目を策定
し、身近な所から取り組ん
でいく。

教職員、生徒への周知と取り組む
企画を増やす。

→継続 →継続 →継続 →継続

Ⅶ. その他

中期計画の項目 年次計画（2023～2027年度）

1 健全な労働環境の整備
Ⅵ. 労働環境の
整備


